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大学生男子バスケットボール選手のCOVID-19流行下における

食生活の変化と今後の課題
～ 部活動休止中の食生活に関するアンケー トより ～
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諸  言

2019年末 ,中 国の武漢で新型 コロナ ウイルス (SARS―

CoV-2)に よる感染者が確認 されてか ら,新型コロナ

ウイルス感染症 (COVID-19)は またた く間に世界中

に広 が り,2020年 3月 には WHOよ り COVID-19の

パンデ ミックが宣言 された
l)。 日本国内では,2月 に

ダイヤモン ド・プ リンセス号―船内での集団感染が報

告されてから感染拡大はとどまらず,4月 7日 には 7

都道府県を対象に緊急事態宣言,4月 16日 には全国

に緊急事態宣言が出され,国民は行動 白粛を求めら
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れることとなった
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このよ うな中,ス ポーツに関す るイ‐′̂ミ ン |ヽ につい

ては,当 然の こ となが ら東京オ リンピックの延期 ,

選抜高校野球大会の中止,夏のインターハイの中止
,

鹿児島国体の延期な ど, これまでにない決定が くだ

され,多 くの選手が経験 した ことのない思いを抱 き

ながら現在 も競技生活を続けている。

多 くの大学では,COVID-19感染拡大に伴って,大

学構 内への入校が禁止 され,オンライ ン授業が取 り

入れ られ るよ うにな り,学生は大学へ通わず とも授

業が受講できるよ うになった.しか しなが ら,大学

生スポー ツ選手においては,大学内での部活動禁止

や近隣のスポーツ公共施設の利用停止 に伴い,大学

を基盤 とした競技活動の継続が困難なチームや選 手
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要  旨

新型コロナウイルス感染症 (COVID-19)の 世界的な流行に伴い, 日本でも 2020年 4月 には全国

に緊急事態宣言が出され,国民は行動自粛を求められることとなった。これはスポーツの世界にも

影響を与え,数々の大会が中止,延期されると同時に,大学生スポーツ選手においては 2ヶ 月とい

う長期間,部活動が禁 止され競技活動ができなくなった。

そこで今回,大学のバスケットボール部に所属する男子選手 (42名 )を対象 として,COVID-19

流行による部活動休 l卜 期間中の食生活および運動,生活習慣に関するアンケー トを緊急的に実施 し

た。アンケー トはコロナ禍であることを考慮 し,Googleフ ォームを利用 して作成 し,チームスタッ

フを通 してリンクの URLを I′INEにて選手に送信 し,それぞれ回答 してもらった。

29名 の選手からF■答が得 られ (回答率 67.4%),部 活動休止中の食生活に「変化があった」選手

は 20名 (69.0%),「変化がなかった」選手は 9名 (31.0%)で あつた。増加 した食行動 としては“自炊"

が最も多く,次いで “食材の購入",“ スーパー利用''で あった。一方,減少 した行動 としては,“ ファ

ス トフー ドの利用",``外食 (テ イクアウト)の利用",“デ リバ リーの利用",(`菓 子・嗜好飲料の利

用",“ コンビニ利用",“ お惣菜の購入",``お酒を飲む頻度"であった.ま た,食事の回数や各食品

の摂取量などに変化があった選手が存在 した。 さらに,部活動再開後のパフォーマンスについて回

答 してもらったところ,部活動体止前に比べて 「落ちている」と思っている選手が 20名 (69.0%)

お り,その理由としては,「運動量が不足 しているから」 (13名 ),「 バスケットボールの練習が出

来ていないから」 (7名 )と いう回答が得 られた。

以上のことから,本調査結果より部活動休止期間中の選手の食行動や食意識,パ フォーマンスに

対する不安を確認することができた。部活動再開後は,チームスタッフとの連携を強化 し,パ フォー

マンスの状態に即 して食行動の適否を評価 し,チーム全体のみならず選手個別に栄養サポー トにあ

たることが求められていると考えられた。

キーワー ドi COVID-19, コロす禍,大学生,バ スケッ トボール選手,食生活
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もみ られたc

私達のよ うにスポーツ現場に関わる管理栄養士は ,

どのよ うな状況下で も栄養 面か ら選手をサポー トす

ることを望んでいる。 しか し,(](N‖ )-19流‐行 下のよ

う|こ ,国か らの緊急市態宣 言下での競技や,感染症

予防を念頭に置 くスポーツ活動の中で栄養サホー ト

を実施 しなければな らない状況に対 しては経験が乏

しく,選手の実態についても未知である.

そ こで今回,大学のバ スケ ッ トボール部 に所属す

る男子選手を対象 として,COVID-19流行による部活

動休上期間中の食生活お よび運動,生活習 慣に関す

るアンケー トを部活動再開直前に緊急的に実施 した。

なお本調査は,1111常行っ てい るチームお よび選手個

人に対す る栄養サポー トを,吉|`活 動 再開後に継続す

るために実施 したアセ スメン トの ‐
環であ り,ア ン

ケー トの回答内容は,個 人の体格指標,栄 養摂取指

標,パ フォーマ ンス指標 と共に,選手に還元す るも

のである,本論文では,大学生 スポー ツ選手 を対象

とする現場において,今回のような非常事態が起こっ

た場合で も栄養サポー トを実施す るために,参考 と

なるデー タを提供す ることを 目的 として,ア ンケー

トの L」答内容のみ結果を提示 したc

方  法

1 対象,調査方法および倫理的配慮

対象は,埼玉県東松山市にある私立 D大学バスケッ

トボール部である。本チームは 1968年 に創部 され ,

現在は関東大学バスケッ トボール連盟 1部 リーグに

所属 し,関東大学バスケッ トボール リーグ戦優勝の

経験を持つ歴史ある強豪校である。チームには管理

栄養士がスタッフとしてお り, 日常的に選手の栄養

サポー トにあたっている。また,筆者は食事調査に

よる摂取エネルギー量算出とフィー ドバ ックを担当

し,年に 1度 ,栄養ゼミナールを開催 している。

今回のコロナ禍におけるチームでの活動は,大学

の新型 コロナ ウイルス感染症への対応に従い,2020

年 2月 28日 から 3月 31日 までは自主練習,4月 1日

から6月 30日 までは部活動体止 となった。本調査は ,

7月 から部活動が再開されることに伴い,バ スケット

ボール部に所属する選手 43名 (1年 生 :10名 ,2年
生 :9名 ,3年 生 :14名 ,4年 生 :10名 )を 対象に ,

『部活動休 lL中 (コ ロナ流行後)の食生活に関する

アンケー ト』 として 6月 末に実施 した。アンケー ト

は Googlcフ ォームを利用 して作成 し,チームスタッ

フをi前 して リンクの URLを LINEに て選手に送信 し,

それぞれ回答 してもらった。

本調査の実施 にあたっては,調査 目的,方法,い
か な る同答 で も本人 の不利 にな らない こ と,デ ー
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夕の取 り扱い,結果の報告,調査用紙の提出は強制

ではなく自由意志であること等の倫理事項について

チームスタッフに説明の後,選手にはその旨をアン

ケー ト冒頭に記載 し,回答をもって同意 とみなした。

2.調査内容

『部活動体止中 (コ ロナ流行後)の食生活に関する

アンケー ト』と題 して,現在の食生活,生活習慣,運動 ,

食意識に関して以下の内容を設問した。

① 学年,氏名,居住形態,料理担当者

② 部活動休止中に食生活の変化があったか :「変

化があった」,「 変化がなかった」

③ 部活動体止中の食行動 14項 日 (自 炊,ス ーパー

利用,コ ンビニ利用,菓子・嗜好飲料の摂取 ,

デ リバ リーの利用,外食 (テイクアウト)の利用 ,

ファス トフー ドの利用,惣菜の購入,食材の購

入,朝食・昼食 。夕食・間食を食べる回数,飲
酒頻度)の変化 :「増えた」,「 変わらない」,「減っ

た」

④ 部活動休止中に摂取量が増えた食品,減った食

品 (複数回答可):「 穀類,野菜類,果実類,肉類 ,

魚介類,大豆製品,卵類,牛乳・乳製品,菓子・

嗜好飲料 (菓子パン含む),油脂類,な し」

⑤ 現在,食生活について気をつけていること (複

数回答可):「3食 きちんと食べる,食事の時間 ,

食事の量,食事の内容,間 食,そ の他 (自 由記述 )」

⑥ 運動時間 :「増えた」,「変化なし」,「減った」

⑦ l日 の消費エネルギー量 :「増えたと思 う」,「変

化 していないと思 う」,「減ったと思 う」

③ 部活動体 |卜 中に新たに始めた運動・ トレーニン

グ,継続 していた運動・ トレーニング,やめた

運動・ トレーニング :「 あ り」,「 な し」および

具体的な運動名 (自 由記述)

⑨ 就寝時間,起床時間 :「 遅くなった」,「 変化なし」,

「早くなった」

⑩ 睡眠時間 :「増えた」,「変化なし」,「減った」

⑪ 部活動再開後のパフォーマンス :部活動体止前

に比べて 「上がっている」,「 変わらない」,「 落

ちている」およびその理由 (自 由記述)

結  果

1 アンケー ト回答率および対象の背景

アンケー トの回答者は 29名 (1年生 :7名 ,2年生

8名 ,3年生 :7名 ,4年生 :7名 ),回答率は 67.4%(1

年生 :70.0%,2年生 :88.9%,3年生 :50.0%,4年

生 :70.0%)で あ り,本調査の回答者の人数に学年の

偏 りはみ られなかったものの,回答率は 7割 を下回っ

た (表 1)。

対象選手の背景 を表 1に 示 したが,部活動休止 中



の居住形態 としては 19名 (65.5%)が 実家 であ り,

10名 (34.5%)が 寮であつた、 また,そ の際の料理

担 当者は,寮 で過 ごす選 手については寮の調埋員が

担 当 し,実家で過 ごす選手は親が調理 を担 当 してい

たが,1名 (13.4%)の み □分で料理をしていた.

2 部活動休止中の食生活の変化

部活動休止 中に食生活の変化があったか設問 した

ところ,「変化があった」選手は 20名 (69.0%),「変

化がなかった」選 手は 9名 (31.0%)で あ り,7割近

表1 対象の背景

部員数 (名 ) 43
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くの者が食生活に変化があつたと|l il答 した_

3 部活動休止中の食行動の変化

部活動体止中の食行動について,上 4項 目 (自 炊 ,

スー′ヽ一利用,コ ンピニ利用,東子・嗜好飲料の摂取 ,

デ リバリーの利用,外 食 (テ イクアウト)の利用,フ ァ

ス トフー ドの利用,惣莱の購入,食材の購入,朝 食・

昼食・夕食・間食を食べる
「

1数 ,飲酒頻度)を示 し,

その変化について回答 して もらったところ,図 1に

示 した通 り回答にばらつきがみられた。

増加 した食行動 としては
こ
白炊"(15名 (51.7%))

が最 も多く,半 数以 上の選手が 「増 えた」 とFI答

し, 自炊が減少 した選手はいなかった.次 に “食材

の購入"(14名 (48.3%)),“ スーバー利用"(12名

(41.4%))が 「増えた」と|||1答 した選手が多く,40%
を超ぇていた。一方,減少 した行動 としては,“ ファ

ス トフー ドの利用"について
~減

った |と 同答 した

選手が 上5名 (51.7%)いた。次いで,“外食 (テ イク

アウ ト)の利用''(14名 (48.3%)),｀ `デ リバ リーの利

用"(12名 (11.4%)),“菓 r‐
。嗜好飲料の摂取"(11

名 (37.9%)),“ コンビニ利用"(10名 (34.5%)),“ お

惣菜の購入"(10名 (3■ 5%)),“ おキ酉を飲む頻度''(9

名 (3■ 0%))と 続き,いずれも 30%を 超える選手が

「減った」と回答 したっ

また,食 事の同数については,“ 間食を食べる''回

数が「増えた」選手が 10名 (34.5%)い た ‐方、「減っ

た」選手も9名 (31.0%)いたしまた,11り1食 を食べる

回数が 「増えた」選手 (5名 (17.2%))と 「減った」

選手 (6名 (20.7%))が いずれ 1)2害 |1程度存在 した.

尽食,夕 食を食べる同数については,24名 (82.8%)

の選 丁・が 「変わらない」と回答 した。

各学年人数
1年生

10

2年生

9

3年生

14

4年生

10

回答者数 (名 )

(回答率 (%))

29

(67.4)

各学年人数

1年生

7

(70.0)

2年生

8

(88.9)

3年生

7

(50.0)

4年生

7

(70.0)(回答率 (%))

居住形態

人数 (名 リ

(割 合(哺 )

実 家

19

(65.5)

寮

10

(31.5)

一人暮らし

0

(0)

料理担 当者

人数 (名 )

(吉 ll合 (%))

自分

1

(3.4)

親

18

(62.1)

寮の調理員

10

(34.5)

自炊

食材の購入

スーパー利用

間食を食べる回数

朝食を食べる回数

夕食をたべる回数

昼食を食べる回数

お酒を飲む頻度

お惣菜の購入

コンビニ利用

菓子・嗜好飲料類の摂取

デリバ リーの利用

外食 (テ イクアウ ト)の利用

ファス トフー ドの利用

1010      2010      3000      4001      5000      6001      7010

目増えた  □変わ らない 口減 つた

図 可 部活動休止中における食行動の変化

80%      90010     100%0%
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4 部活動休止中に摂取量が変化した食品および食品群

部活動体止中に摂取量が増えた食品,減った食品

をそれぞれ図 2に示 した。摂取量が増えた食品とし

ては,「 肉類」12名 (41.3%),「野菜類」11名 (37.9%),「牛

乳・乳製品」10名 (34.5%)の 順で多く,「 大豆製品」,「魚

介類」,「 果実類」も 7名 (24.1%)が 増えたと回答したc

一方,摂取量が減った食品については,13名 (44.8%)

の者が 「なし」と回答 し,次いで,「菓子・嗜好飲料」

が 10名 (34.5%)と 多かった。また,少数ではあるが
,

「油脂類」 (5名 (17.2%))や 「穀類」 (4名 (13.8%))

の摂取が減った選手もいた。

5.食生活について気をつけていること

食生活 L,気 をつけていることについて,あ ては

まるもの全てを選んでもらった ところ,「 3食 きちん

と食べる」を選んだ選手は 18名 (62.1%)と 最も多

く,次いで 「食事の量に気をつける」14名 (48.3%)

であり,その他は,「食事の内容に気をつける」11名

(37.9%),「 間食 に気 をつける」8名 (27.6%),「 食

事の時間に気をつける」6名 (20.7%)で あった。ま

た,自 由記述として 1選手が「夜は炭水化物を抑える」

と回答 した。

6 部活動体止中における運動の変化

運動に関する変化について表 2に示 した。運動時

間が 「増えた」 と回答 した選手は 2名 (6.9%)し か

お らず,「 減った」 と回答 した選手が 22名 (75.9%)

であった。1日 の消費エネルギー量については,「 減っ

たと思 う」 と回答 した選手が 14名 (48.3%)で あつ

たのに対して,「増えたと思 う」選手は 4名 (13.8%)

であった。

実際の運動および トレーニングに関して,新たに

始めたことが「あり」と同答 した選手が 11名 (37.9%),

摂取量が増えた食品

肉類

野菜類

牛乳・乳製品

大豆製品

魚介類

果実類

穀類

菓子・嗜好飲料

卵類

,由 月旨委員

なし

5       10
人数 (名 )
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「なし」と回答 した選手は 18名 (62.1%)で ,具体的

にはランニング (6名 )や筋 トレ (2名 )で あつた。

また,部活動休止中も継続 していた運動や トレーニ

ングが「あり」の選手は 16名 (55.2%)で ,体幹 トレー

ニング (4名 ), ウェイ トトレーニング (4名 ),ラ ン

ニング (2名 )な どが挙げられた。 さらに,やめた運

動・ トレーニングについては 「なし」 と回答 した選

手が 27名 (93.1%)と 多く,「 あり」の選手 2名 (6.9%)

はそれぞれ, ウェイ トトレーニングと筋 トレをやめ

た内容 として挙げていた。

7 部活動体止中の睡眠

表 3に部活動体止中の睡眠に関する回答を示 した。

まず,就寝時間については,「 変化なし」の者は 8名

(27.6%)で あり,13名 (44.8%)の 選手が「遅くなった」,

8名 (27.6%)の 選手が 「早 くなった」 と回答 した。

一方,起床時間は,「変化なし」6名 (20.7%),「遅くなっ

た」16名 (55.2%),「早くなった」7名 (24.1%)で

あり, これ らに伴い睡眠時間が 「増えた」選手は 21

名 (72.4%),「変化なし」と回答 した選手は8名 (27.6%)

であり,「減った」選手はいなかった。

8.部活動再開後のパフォーマンスについて

部活動再開後のパフォーマンスについて,選手に

予測 してもらったところ (表 4),部活動体止前に比

べて 「落ちている」を選択 した選手が 20名 (69.0%)

であ り,「 上がっている」 (4名 (13.8%)),「 変わ ら

ない」(5名 (17.2%))と 回答 した選手よりも多かった。

そこで,それぞれの回答理由を記載 してもらったと

ころ,パフォーマンスが上がっていると思 う理由と

しては,「 筋 トレをして筋力が 卜_が ったから」 (2名 ),

「スキルが Lが ったから」 (1名 )と い う回答が得られ

た.一方で,パ フォーマンスが落ちていると思 う理

摂取量が減った食品

菓子・嗜好飲料

,由 月旨癸頁

穀類

牛乳・乳製品

魚介類

肉類

果実類

野菜類

卵類

大豆製品

なし

015 5 100

図2 摂取量が変化 した食品および食品群

人数 (名 )

15
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表2 部活動休止中における運動の変化

(43)

設 間
人数 (n・ 29)

選択肢 選手からの具体的な回答例
/

(名 )(%)
運動時間

1日 の消費エネルギー量

新たに始めた運動・トレーニング

継続していた運動・トレーニング

やめた運動・トレーニング

増えた   2(6.9)
変化なし  5(17.2)
減った   22(75.9)

増えたと思う  4(13.8)
変化していないと思う 11(37.9)
減つたと思う  14(48.3)

あり   11(37.9)ラ ンニング(6),筋 トレ(2)

なし    18(62.1)

あり

なし

あり

なし

16(55.2)体幹トレーニング④,ウ エイトトレーニング(4),ラ ンニング(2)

13(44.8)

2(6.9)ウ ェイトトレーニング (1),筋 トレ(1)

27(93.1)

′:( )内 は回答人数

由としては,「 運動量が不足 しているか ら」 (13名 ),

「バ スケッ トボールの練習が出来ていないか ら」(7名 )

とい う口答が複数人か ら得 られた。

考  察

コロナ禍 におけるスポーツ活動 については,2020

年末現在,公開 されている文献はまだ少 ない。その

よ うな中ではあるが,青山学院大学駅伝チームの原

晋監督は,緊急事態宣言 を経てチームの活動状況 と

自身の教育について報告 している
3)。

その中で,他大

学では選手寮を閉寮 した り,一部選手のみでの少数

活動に絞 った りしている状況で,部員全員で活動を

続 け,国難 を乗 り切 る選択 をした苦悩を述べている。

また,ク ラスターを発生 させ ないための取組や,保
護者 との連携,試合の開催有無に関わ らず 目標や理

念 をチームで共有す ることの大切 さな ど,活動 を続

けるに して も考慮すべき課題が多いことが報告 され

ている。

一方,COVID-19の流行は世界的にもスポーツ活動

に強 く影響 し,WHOに よるパンデ ミック宣言後は世

界各地のハイパフォーマ ンス スポー ツの トレーニン

ング拠点が閉鎖 され,ア ス リー トたちの トレーニン

グや試合が制限 され,世界 中のスポーツが停 |卜 した

状態 となった
45)。 スポ_ツ選手にとって数週間の ト

レーニングか らの離脱はパ フォーマンスを低下 させ

ることが報告 されてお り
6),緊

急事態宣言による部活

動の体止は,大学生スポーツ選手にとってもパフォー

マンス低下を招 くことが懸念 された。

そ こで本調査では,緊急事態宣言が解除 され,音 |`

活動が再開す るにあた り,部活動休 |卜 期間中の食生

活お よび運動,生活習慣 について選 手一人ひ とりの

表3 部活動休止中における睡眠

設 間 選択肢
人数 (n=29)

(名 ) (%)

就寝時間 遅くなつた

変化なし

早くなった

起床時間 遅くなった

変化なし

早くなつた

睡眠時間 増えた

変化なし

減った

表4 部活動再開後のパフォーマンスについて

選択肢
人数 (n=29)

(名 )(%)

１３

８

８

　

“

６

７

　

２１

８

０

(44.8)

(27.6)

(27.6)

(55.2)

(20.7)

(24.1)

(72.4)

(27.6)

(0)

部活動体止前に比べて上がっている

部活動体止前に比べて変わらない

部活動休止前に比べて落ちている

4(13.8)

5(17.2)

20(69.0)

《パフォーマンスが上がっていると思う理由
/》

・筋 トレをして筋力が上がったから (2)

・スキルが上がったから (1)

《パフォーマンスが落ちていると思う理由
/》

・運動量が不足しているから(13)

・バスケットボールの練習が出来ていないから (7)

ゴ:( )内は回答人数



(44)

状況を把握するために,部活動再開直前に緊急的に

アンケー トを実施 し,そ の結果をチームデータとし

て提示 した。今回,ア ンケー ト作成には Googleフ ォー

ムを用い,選手への伝達には LINEを利用 した。大学

生においては, コロナ禍によってオンライン講義の

受講など授業形態や情報伝達の方法がこれまでの生

活からITを 利用 したものへと進化した
7)。

そのため,

スマー トフォンからアンケー トを入力する手段は大

学生にとっては容易であり,直接選手 と会 うことの

困難なコロナ禍に適 した方法であった。一方で同答

率は 67.4%と ,選手全員か らの同答は得 られなかっ

た。本来,少 しでも多くの選手から回答を得るため

には,回答することのメリッ トなどより丁寧な説明

が必要であるが,直接話す ことのできない状況下で

書面 上の説明のみを提供 した調査であったため,意

思疎通が図れなかった可能性があ り,本調査方法の

今後の課題 となった。

対象チームは,4月 か ら2ヶ 月間の部活動体止期

間を経て 7月 から部活動が再開されることとなった。

この部活動休止 2ヶ 月間の食生活について,7割近 く

の選手が休止前 と比較 して変化があったと回答 した。

変化の内容としては,5割の選手が “自炊"を増えた

食行動 としてお り,それに伴って食材の購入やスー

パーの利用など, 自炊に関係する行動が増えていた。

一方で,フ ァス トフー ドの利用,外食 (テ イクアウト)

の利用,デ リバ リーの利用, コンビニの利用,お惣

菜の購入などが減った食行動 として L位になったが
,

自炊が増えたことに伴 う減少だと考えられた。また ,

お酒や菓子・嗜好飲料類などの嗜好品についても,

摂取が減少 した。総務省の家計調査によると,緊急

事態宣言中の 5月 は,菓子類の消費や外食,交際に

かける費用は減少 し,肉や魚,野菜,牛乳・乳製品

などの生鮮食品を購入する費用が増えた と報告 され

ている
8)。 つまり,一般の家庭では,緊急事態宣言で

外出自粛要請が出されたことで,外食の減少 と白炊

の増加が起こったが,本対象のおいても同様の結果

が食行動 として現れてお り,緊急事態宣言による外

出自粛が大学生スポーツ選手の食行動にも影響 した

ことが明らかとなった。

食事の回数について選手には,朝食,昼食,夕食

の 3食プラス間食を摂取 し,1日 に摂取すべきエネル

ギー量を確保するように日頃から伝えている。近年 ,

朝食の欠食については問題視される場面が多く,中で

も全ての世代と比べて 20代男性の欠食は最も多く
9),

男子大学生における朝食摂取の習慣化は,学生の健

康や栄養状態のためにも早急に解決すべき問題だと

認識 されている
10'。

しかし本調査では,朝食を食ベ

る回数が増えた選手,減った選手のいずれ も存在 し
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てお り, とりわけ朝食の摂取回数が減った選手が ,

大学生活や部活動再開後に朝食欠食が習慣化 されな

いか懸念 されるため,個別対応が必要である。また ,

スポーツ選手にとっては,そ の消費エネルギー量の

多さから問食の摂取が必須 とされているため
11),チ ー

ムでも間食の摂取は推奨 され,習慣化できている選

手も多数いた。 しか し,部活動休止期間中に運動量

が減少 していた場合,間食の摂取が不必要な選手も

存在 していた と考えられる。今回,間食を食べる回

数が増えた選手が 34.5%い たが,必要に応 じて増や

したのか, 白粛が原因で増えて しまったのか,個人

毎に評価する必要性が示唆された。

このように部活動体止中には,様 々な面で食生活

が変化 したが,今 回,食行動の変化を問 う各設間に

対 して,「 変わらない」と同答 した選手も多数存在 し

た。 しか し,本調査だけではその原因が,食行動を

変える必要がないためにあえて変えていないのか
,

変える必要があるのにも関わらず変えることができ

かったのかがわか らないため,部活動再開後には ,

食行動が変わらなかったことにも注視 し,そ の適否

についても評価をしなければならない。

部活動休止期間中も食意識を高く持って過 ごした

選手は多 く,半数程度の者が 3食 きちんと食べるこ

とや食事の量に気 をつけて食生活を送 り,3害1程度

の選手が間食や食事の時間に気をつけていた。 この

ような食意識が,上記にあるような食行動の変化や

維持に現れたと考えられる。 さらに,食事の内容に

気をつけた選手 も 4害|1程度お り,こ れは各食品や食

品群の摂取量の増減 として現れた。特に,た んぱく

質源である肉類の他,魚介類,大豆製品の摂取量の

増加は,た んばく質源 として 1食品に偏 らず数種類

の食品を摂取すべきアス リー トにとって望ましい と

言える
11)。

また,野菜や牛乳・乳製品など,選手に

とってはもちろんのこと,一般的な大学生にとって

も不足 しがちな食品摂取
9)の

増加は,部活動再開後

も継続 させ習慣化することが望まれる。一方,菓 子・

嗜好飲料については, 日常的に摂 り過ぎないよう注

意を促す食品であ り,摂取量が減った食品の上位に

挙がっていた。 このように今回の調査では,食品お

よび食品群の摂取量について,ア ス リー トに適 した

変化がみ られた選手がいたが,穀類の摂取量低下や ,

摂取量の増減がなかった選手も一定数存在 したため,

運動量や体重の増減 と共に,食品や食品群の摂取量

についても選手毎の評価が必要であると考えられた。

アス リー トはより高いパフォーマンスを示すため

に,競技に適 した体重維持を目指 してコン トロール

する必要がある.そ のためには,消費エネルギー量

と摂取エネルギー量のバランスが大切であ り
11), こ
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れは部活動体上期間中にもあてはまる。そ こで今回

の調査では,食生活だけでな く運動 に関す ることも

設 問 した。 まず,運動時間については 75.9%の選手

が減 った と回答 した。 しか し,消 費エネル ギー量に

ついて減った と思 うと回答 した選手は 48.3%で あ り,

運動時間が減 って も消費エネル ギー量が減少 しない

よ うに行動 した選手の存在が推察 された。 コロナ禍

において,活動 自粛期間中に,著名 なアス リー トが

自宅で工夫 しなが ら トレーニングしている様子 を動

画配信サイ トYouTubeで 流 した り,SNSを 利用 して

練習の継続 を呼びかけた りしていたが,本対象選手

達 も,9害 |1以 卜の者が運動や トレーニングをやめず ,

これまでの トレーニングを継続す る者 , さらには新

たに トレーニングを開始す る者がいた。 また,時間

の使い方 として睡眠時間についても設問 したが,就
寝や起床時間が早 くなった り遅 くなった りした選手

はいた ものの,睡眠時間は 7割 以上の者 が増加 し,

減少 した選手はいなかった。 アス リー トとして十分

な休養 を取 ることは重要な要素であ り,部活動体止

期間中に可能であった睡眠時間の確保 を,部活動再

開後にも継続す ることが望まれる。

今回,緊急事態宣言によ り大学が休校 とな り,長
期に渡 り部活動が休 止され るとい うかつてない状況

が起 こったが,本調査結果 よ り部活動休止期間中の

選手の食行動や食意識 を確認す ることができた。 こ

れは,チームをサポー トす る管理栄養 士に とって必

要な情報であ り,結果 を栄養サポー トに反映す るこ

とでスムーズにスポーツ活動の再開につな ぐことが

可能であった。一方で,7割 の選手は自身のパフオ~

マンスが落ちていることを懸念 し,その理由として
,

運動量不足や競技の練習 自体が出来ていなかった こ

とを挙げていた。 とりわけ,バスケ ッ トボールのよ

うなチーム競技においては,チームメンバーでの練

習が欠かせず , さらに新入生が入部間もない時期の

部活動休 |卜 は不安であった と考 えられた。そ こで部

活動再 開後は,チームスタ ッフ との連携 を強化 し
,

パ フォーマンスの状態に即 した栄養サポー トにあた

ることが求められている。

COVID-19に ついては未だ終息が見えず ,今後は「新

しい生活様式」へ対応 しなが ら,ス ポーツ活動 を続

ける必要性が報告 されている
5)c食

生活についても,

COVID-19予 防のために少 しでも役立つ ことを実践 し

なが ら
12),同

時にアス リー トとしてパ フォーマ ンス

を上げるための食行動が とれ るよ う,選手一人ひ と

りに対応 した栄養サポー トの提供を心掛けたい。
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Due to the COVID-19 epidemic, changes in eating habits and future challenges in
college male basketball players

- From a questionnaire about eating habits during suspension of club activities -
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Abstract

With the worldwide epidemic of the COVID-19, a state of emergency was declared nationwide in

April 2020 in Japan, and the people were required to refrain from acting. This also affected sports, and

numerous competitions were canceled or postponed. At the same time, college athletes were prohibited from

club activities for a long period of two months and could not compete. Therefore, we urgently conducted

a questionnaire on eating habits during the period of suspension of club activities due to the COVID-19

epidemic, targeting 42 male players who belong to the basketball club of the university. The questionnaire

was created using the Google form, and the URL was sent to the players via LINE through the team staff,

and they were asked to answer.

Responses were obtained from 29 athletes (response rate 67.4%), 20 athletes had "changed" dietary

habits during the suspension of club activities, and 9 athletes had "no change". As for the increased eating

behavior, "self-catering" was the most common, followed by "purchasing ingredients" and "supermarket use".

On the other hand, the decreased behaviors include "use of fast-food", "use of eating out", "use of delivery",

"use of confectionery / favorite beverages", "use of convenience stores", and "purchase of side dishes", "drinking

alcohol". In addition, there were athletes who had changes in the number of meals and food intake. In

addition, 20 players Gg.Oyi thought that their performance after resuming club activities was "lower" than

before the suspension of club activities.

The reasons for this were "because of lack of exercise" (13 people) and "because I couldn't practice

basketball" (7 people).

From the results of this survey, we were able to confirm the eating behavior, food consciousness, and

anxiety about performance of athletes during the period of suspension of club activities. After resuming club

activities, it is considered necessary to strengthen cooperation with team staff, evaluate the suitability of

eating behavior according to the state of performance, and provide nutritional support not only to the entire

team but also to individual athletes.


